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１．研究の背景

難聴が重篤になると通常の補聴器の使用は困難になる．一方，骨伝導にて呈示された周波数 20kHz 以上の超音波（骨導
超音波）であれば，最重度難聴者にも知覚可能である．研究者らは，神経生理データによって骨導超音波知覚の存在や補
聴器への応用の可能性を世界で初めて客観的に証明したうえで，この現象を利用した最重度難聴者にも使用可能な新型補
聴器（骨導超音波補聴器）の開発に取り組んできた．現在，プロトタイプによって最重度難聴者の半数弱が何らかの音声を知
覚可能，3割程度が簡単な単語の同定を可能という成果を挙げているものの，実用に供するためにはさらなる性能向上が必要
である．

２．研究の目標

これまで明らかにされて来なかった骨導超音波の知覚特性や神経生理メカニズムの解明，最適な音声信号加工方式の開発，
骨導音の頭部内伝搬過程の推定などに取り組むことで，実用化に必要な補聴器の性能向上（音声伝達の明瞭性の向上，
骨導スピーカの装着性の改善等）および基盤情報・基盤技術の整備（適応基準・安全基準の策定，知覚特性や骨導振動
子出力の校正法に係る標準規格の策定等）を図る．

３．研究の特色

過去にほとんど調べられたことのない骨導超音波知覚の解明に取り組み，その成果を生かして新型補聴器を開発する．最重
度難聴者用の補聴器の開発としても世界初の試みである．

４．将来的に期待される効果や応用分野

実用化されれば，最重度難聴者にとっての福音となる．また，骨導超音波知覚の神経生理メカニズムに関して得られた知見
は，聴覚の知られざる機能の理解にもつながり，さらなる聴覚補助機器や治療・診断技術の開発へと発展する可能性もある．
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